
個別調査票 

電気使用量 

目
標
及
び
実
績 

全体目標  平成１６年度レベルから２％削減  

（Ｈ１６実績値：１１，５７８ t-CO2→Ｈ２２目標値：１１，３５０t-CO2） 

全体実績（平成２２年度） １１，５６０ t-CO2 

 平成１６年度（基準年度）から０．２％削減 

11,578
11,497

11,766

11,156

11,454
11,560 11,350

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

平成１６年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 目標値

電力使用量(t-CO2)

 

個別 

区 分 
目 標 

（目標値） 

基準年度

(H16)実績値 

H21 年度実績

（実績値） 

H22 年度実績

（実績値） 
前年度比較 

企業団 
単位：kWh 

－ 
－

30,149,454 

1.1%削減 

29,829,083 

0.2%削減

30,103,360 
0.9%増加 

事務部門 

本庁舎 
単位：kWh 

2%削減 

（66,300） 

－ 

(67,836) 

11.4%増加 

(75,632) 

17.4%増加 

(77,833) 
2.9%増加 

事業部門 

大寺浄水場 

単位：kWh/m3 

5%削減 

（0.380） 

－ 

(0.399) 

2.7%削減 

(0.388) 

2.3%削減 

(0.390) 
0.5%増加 

十日市場浄水場 

単位：kWh/m3 

13%削減 

（0.299） 

－ 

(0.344) 

10.5%削減 

(0.308) 

14.3%削減 

(0.295) 
4.3%削減 

第１中継ポンプ場 

単位：kWh/m3 

1%削減 

（0.224） 

－ 

(0.226) 

0.4%削減 

(0.225) 

0.4%増加 

(0.227) 
0.8%増加 

第２中継ポンプ場 

単位：kWh/m3 

0%削減 

（0.298） 

－ 

(0.298) 

4.1%削減 

(0.286) 

6.1%削減 

(0.280) 
2.1%削減 

第３中継ポンプ場 

単位：kWh/m3 

10%削減 

（0.220） 

－ 

(0.245) 

9.4%削減 

(0.222) 

9.0%削減 

(0.223) 
0.4%増加  

第４中継ポンプ場 

単位：kWh/m3 

0%削減 

（0.189） 

－ 

(0.189) 

2.7%削減 

(0.184) 

2.7%削減 

(0.184) 
－ 

第５中継ポンプ場 

単位：kWh/m3 

0%削減 

（0.208） 

－ 

(0.208) 

2.9%削減 

(0.202) 

2.0%削減 

(0.204) 
0.9%増加 

第６中継ポンプ場 

単位：kWh/m3 

0%削減 

（0.304） 

－ 

(0.304) 

0.4%削減 

(0.303) 

2.3%増加 

(0.311) 
2.6%増加 

その他 

単位：kWh 
増加させない 

－ 

(90,827) 

7.8%削減 

(83,811) 

7.8%削減 

(83,828) 
－ 

 



主
な
措
置
内
容 

①事務における措置（取組） 

 ・省エネルギー型 OA 機器の導入 

 ・照明における取組（昼休みの消灯等） 

 ・空調における取組（冷暖房の温度管理等） 

②事業における措置（取組） 

 ・送水ポンプの必要揚程の見直しによる羽根車の適正化 

・送水ポンプの運転方法の見直し 

 ・夜間運転へのシフト 

 ・力率改善 

評 

価 

①事務における評価 

  本庁舎の増加原因は、本庁舎の空調設備をガス吸収式から電気ヒートポンプ式

へ転換したことによる。（ガス使用量は削減） 

②事業における評価 

  浄水場及び中継ポンプ場においてポンプを効率的に運転※したことにより、  

基準年に対し、全体電力使用量が０．２％削減した。 

企業団全体の CO2 排出量も電力使用量が殆どであることから、基準年度から  

同様に０．２％の減少となった。 

大寺浄水場において沈でん池設備の更新工事や原水水質の悪化（アナベナ等の

発生）により、ポンプを効率的に運転すること※が出来ない期間があったため、電

力使用量が増加傾向となっている。 

また、３月に発生した東日本大震災の計画停電等が実施されたこともポンプを

効率的に運転できなかった理由の一つである。 

 

 ※大寺浄水場の流量制御方式はバルブ制御方式であるため、ポンプの運転台数に見合った定格

流量で運転すると効率的な運転となるが、構成団体の受水量は毎年・毎月変わるものであり、

送水ポンプの定格流量に合わせたものではないため、ポンプを定格流量で運転すると過不足

が生じる。大寺浄水場では、この過不足を調整池の余裕水量で調整することで、送水ポンプ

を定格流量での運転を実施している。この方法は調整池の最低容量（構成団体の受水量１２

時間分）は確保するものの、調整池の水位や浄水場の処理水量の変動といったリスクを伴う

ものである。 

今
後
の
方
策 

①事務における方策 

  引き続き取組を行う。 

②事業における方策 

  浄水処理や送水に影響を及ぼす主要機器の適切な点検等により未然に故障を 

防止する必要がある。 

  施設の更新に併せ省エネ機器（インバータ等）の導入を推進する必要がある。 

  未利用エネルギー（水力落差や太陽光等）の利用を検討する必要がある。 

  設備（撹拌機等）の運転時間の見直しを検討する必要がある。 



個別調査票 

燃料使用量 

目
標
及
び
実
績 

全体目標  平成１６年度レベルから１％削減  

（Ｈ１６実績値：２３，９９０kg-CO2→Ｈ２２目標値：２３，８００kg-CO2） 

全体実績（平成２２年度） ２３，２１６kg-CO2 

 平成１６年度（基準年度）から３．２％の削減 

23,990

21,128

22,518 22,502

23,896
23,216

23,800

19,000

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

平成１６年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 目標値

燃料使用量(kg-CO2）

 

個別 

区 分 
目 標 

（目標値） 

基準年度

(H16)実績値 

H21 年度実績

（実績値） 

H22 年度実績

（実績値） 
前年度比較 

事務部門：庁用車で使用するガソリン使用量 

ガソリン 
単位：Ｌ 

2%削減 

（8,300） 

－ 

(8,465) 

10.6%削減 

(7,566) 

2.8%増加 

(8,708) 
15.1%増加 

事業部門：非常用自家発のＡ重油 

Ａ重油 
単位：Ｌ 

増加させない 

（1,190） 
－ 

(1,190) 

68.0%増加 

(2,000) 

43.0%削減 

(683) 
65.9%削減 

 



 

主
な
措
置
内
容 

①事務における措置（取組） 

 ・低公害車・低燃費車の導入 

・自動車の省エネ運転 

・自動車の相乗り等による利用 

 ・自転車の活用 

②事業における措置（取組） 

・非常用自家発試運転時間の見直し 

評 

価 

①事務における評価 

 ・計画どおりに措置を実施することが出来た。 

・業務量により年度での差があり、燃料消費率は改善されているものの、走行距

離が例年より多く、ガソリン使用量の削減目標を達成できなかった。 

②事業における評価 

・Ａ重油は非常用自家発により使用されるため、その性質から本実行計画におい

ては削減目標を定めていない。試運転時間の見直しもすでに行っていることか

ら、適正な消費量と考えられる。 

 例年より、事故停電が少なく大幅な使用量削減となり、燃料使用における温室

効果ガスの削減目標を達成できた。  

今
後
の
方
策 

①事務における方策 

 ・引き続き取組を行う。 

 ・特に低公害車・低燃費車の導入の効果が高いことから、車両更新時には十分配

慮する。 

②事業における方策 

 ・特になし 

 



個別調査票 

ガス使用量（ＬＰＧ及び都市ガス） 

目
標
及
び
実
績 

全体目標  平成１６年度レベルから１４％削減  

（Ｈ１６実績値：１２，６２２kg-CO2→Ｈ２２目標値：１０，８００kg-CO2） 

全体実績（平成２２年度） ６３２kg-CO2 

 平成１６年度（基準年度）から９５％の削減 

 

12,622

9,588

679 841 911 632

10,800

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

平成１６年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 目標値

ガス使用量(kg-CO2）

 

個別 

区 分 
目 標 

（目標値） 

基準年度

(H16)実績値 

H21 年度実績

（実績値） 
H22 年度実績

（実績値） 
前年度比較 

事務部門：ＬＰＧ及び都市ガス 

ＬＰＧ 
単位：kg 

ＬＰＧは事務と事業に区分できないため、事業部門に記載 

都市ガス 
単位：m3 

13%削減 

（5,200） 

－ 

（6,010） 

97.7%削減 

（136） 

99.3%削減 

（41） 
70.0％削減 

事業部門：ＬＰＧ（事務で使用したものを含む） 

ＬＰＧ 
単位：kg 

2%削減 

（210） 

－ 

(215) 

1.0%削減 

(213) 

14.9%削減 

(183) 
14.1%削減 

 



 

主
な
措
置
内
容 

①事務における措置（取組） 

 ・ガスコンロ、湯沸かし器の効率的利用 

 ・ガス湯沸かし器の温度管理 

②事業における措置（取組） 

・ガス湯沸かし器の温度管理 

・専用器具の効果的洗浄 

評 

価 

①事務における評価 

・本庁舎の空調設備を更新時にガス吸収式から電気ヒートポンプ蓄熱式へ方式を

変更したことにより、平成１９年度から使用量が大きく減少している。 

②事業における評価 

・検体数や検査項目の種類により増減する。 

今
後
の
方
策 

①事務における方策 

 ・引き続き取組を行う。 

②事業における方策 

 ・引き続き取組を行う。 

 



個別調査票 

 

 

HFC の排出量 

目
標
及
び
実
績 

全体目標  増加させない  

（Ｈ１６実績値：１，１８０kg-CO2→Ｈ２２目標値：１，１８０kg-CO2） 

全体実績（平成２２年度） １，２７０kg-CO2 

 平成１６年度（基準年度）から８％増加 

1,180 1,180 1,180 1,180 1,180

1,270

1,180

1,120

1,170

1,220

1,270

1,320

1,370

1,420

平成１６年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 目標値

ＨＦＣ排出量(kg-CO2）

 

個別 

区 分 
目 標 

（目標値） 

基準年度

(H16)実績値 

H21 年度実績

（実績値） 

H22 年度実績

（実績値） 
前年度比較 

事務部門 

都市ガス 
単位：kg－CO2 

増加させない 

（1,180） 
－ 

（1,180） 

－ 

(1,180) 

8.0%増加 

（1,270） 
－ 

 

主
な
措
置
内
容 

①事務における措置（取組） 

 ・機器等の購入時の配慮 

 ・ＨＦＣを使用している機器等の廃棄における配慮 

評 

価 

①事務における評価 

・ＨＦＣは車両のエアコン使用時に排出されるものである。 

平成２２年度は業務量の増加から車両が 1 台増加したため、ＨＦＣの排出量も

増加となっている。 

 

今
後
の
方
策 

①事務における方策 

 ・引き続き取組を行う。 



個別調査票 

紙使用量 

目
標
及
び
実
績 

全体目標  増加させない  

（Ｈ１６実績値：２，６０９kg→Ｈ２２目標値：２，６０９kg） 

全体実績（平成２２年度） ２，７２１kg 

 平成１６年度（基準年度）から４％増加 

2,609

1,908

2,307 2,449 2,455
2,721 2,609

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成１６年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 目標値

紙使用量（kg）

 

個別 

区 分 
目 標 

（目標値） 

基準年度

(H16)実績値 

H21 年度実績

（実績値） 

H22 年度実績

（実績値） 
前年度比較 

事務部門 

紙使用量 
単位：kg2 

増加させない 

（2,609） 
－ 

（2,609） 

6%削減 

(2,455） 

4%増加 

(2,721） 
4.3%増加 

 

主
な
措
置
内
容 

①事務における措置（取組） 

 ・再生紙の利用 

 ・用紙の有効利用（用紙の裏面利用等） 

評 

価 

①事務における評価 

・紙使用量のカウントは実際に使用した数量ではなく購入量であることから、  

在庫量により大きく数値が変わる。 

・基準年度、前年度より増加している理由は在庫量の違いのほか、業務量の変化

が考えられる。 

今
後
の
方
策 

①事務における方策 

 ・引き続き取組を行い、裏面利用等を励行する。 

 

 



個別調査票 

薬品使用量 

目
標
及
び
実
績 

全体目標  極力減少する  

個別 

区 分 
目 標 

（目標値） 

基準年度

(H16)実績値 

H21 年度実績

（実績値） 

H22 年度実績

（実績値） 
前年度比較 

事業部門 

塩素 
単位：mg/l 

極力削減 

（－） 

－ 

(5.6) 

16.1%削減 

(4.7) 
大寺浄水場は 

次亜塩に変更  

次亜塩素酸ソーダ 
単位：mg/l 

極力削減 

（－） 

－ 

(3.9) 

5.1%削減 

(3.7) 

15.3%削減 

(3.3) 
10.9%削減 

ＰＡＣ 
単位：mg/l 

極力削減 

（－） 

－ 

(104.3) 

23.8%削減 

(79.5) 

29.7%削減 

(73.4) 
7.7%削減 

苛性ソーダ 

単位：mg/l 

極力削減 

（－） 

－ 

(1.5) 

93.4%削減 

(0.1) 

73.4%削減 

(0.4) 
－ 

粉末活性炭 

単位：mg/l 

極力削減 

（－） 

－ 

(0.0) 

－ 

(0.2) 

－ 

(0.0) 
－ 

3.9 4.0 3.9 3.9 3.7 3.3

0.0 

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 

5.0 

6.0 

7.0 

平成１６年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

次亜塩素酸ソーダ

 

104.3 92.6 96.6 92.8 79.5 73.4

60 

70 

80 

90 

100 

110 

120 

平成１６年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

ＰＡＣ

 

1.5

0.6 0.4 0.5 0.1 0.4

0.0 

0.2 

0.4 

0.6 

0.8 

1.0 

1.2 

1.4 

1.6 

平成１６年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

苛性ソーダ

 



 

主
な
措
置
内
容 

①事業における措置（取組） 

 ・水質状況に合わせた適切な薬品注入 

 ・水質変化に伴うジャーテスト頻度の適切化 

・高濁度時の一時取水停止・処理量の減量 

評 

価 

①事業における評価 

・平成２２年度は比較的河川の濁度が低かったこと、また、硫酸注入設備を導入

したことにより、上記取組を実施した結果、塩素やＰＡＣの使用量を低減化  

できた。 

ただし、薬品使用量は年々の水質状況の変化により増減することから、評価が

困難である。 

今
後
の
方
策 

①事業における方策 

 ・引き続き取組を行う。 

 ・十日市場浄水場の沈でん池等の覆蓋化により次亜塩素酸ソーダの使用量を低減

が見込める。 

 

 



個別調査票 

上水使用量等 

目
標
及
び
実
績 

事務目標  極力減少する。 

事業目標  上水使用量を増加させない 

実績 

区 分 
目 標 

（目標値） 

基準年度

(H16)実績値 

H21 年度実績

（実績値） 

H22 年度実績

（実績値） 
前年度比較 

事務部門：上水使用量を極力減少する 

本庁舎 
単位：m3 

増加させない 

（－） 
－ 

（531） 

16.4%削減 

(444） 

31.3%削減 

(365） 
17.8%削減 

大寺浄水場 数量を測定できないため、数値目標なし 

十日市場 

浄水場 
数量を測定できないため、数値目標なし 

531 531

463 447 444 365

300

400

500

600

平成１６年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

上水使用量（m3）

 

主
な
措
置
内
容 

①事務における措置（取組） 

 ・節水機器等の導入 

 ・節水等の推進 

評 

価 

①事務における評価 

・空調機器更新時においてクーリングタワーを撤去したことにより、上水使用量

が平成１９年度から１０％を越える削減となった。 

②事業（水質検査センター）における評価 

 ・数量による評価はできないが、上記措置（取組）を実施している。 

今
後
の
方
策 

①事務・事業における方策 

・引き続き取組を行う。 

 



個別調査票 

環境における取組（廃棄物） 

目
標
及
び
実
績 

事務目標  一般廃棄物を極力減少する。 

事務実績  １６．９ｔ 

      平成１６年度（基準年度）から２３．５％の削減 

区 分 
目 標 

（目標値） 

基準年度

(H16)実績値 

H21 年度実績

（実績値） 

H22 年度実績

（実績値） 
前年度比較 

本庁舎 
単位：kg 

極力減少 

（－） 
－ 

（2,747） 

1.5%削減 

(2,707） 

8.1%削減 

(2,526） 
6.7%削減 

出先機関 
単位：kg 

極力減少 

（－） 

－ 

（19,340） 

19.3%削減 

(15,614） 

26.0%削減 

(14,330） 
8.3%削減 
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事業目標  産業廃棄物（汚泥スラッジ）を増加させない。 

      有効利用率８０％を保つ。 

事業実績  汚泥スラッジ搬出量６，１８３m3  

平成１６年度（基準年度）から１８％削減 

 有効利用率 ９０％  

区 分 
目 標 

（目標値） 

基準年度

(H16)実績値 

H21 年度実績

（実績値） 

H22 年度実績

（実績値） 
前年度比較 

汚泥スラッジ 

単位：m3 

増加 

させない 

（－） 

－ 

（7,629） 

18.2%削減 

(6,242） 

19.0%削減 

(6,183） 
1.0 削減 

有効利用率

（%） 

80%を保つ 

（－） 

－ 

（83%） 

－ 

（90%） 

－ 

（85%） 
－ 

7,630
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主
な
措
置
内
容 

①事務における措置（取組） 

 ・ゴミの分別回収 

 ・リサイクルの推進 

 ・使い捨て製品を極力使用しない 

②事業における措置（取組） 

 ・高濁時の一時取水停止・処理水量の減量等 

 ・所管地の管理に当たっての環境保全 

評 

価 

①事務における評価 

・一般廃棄物のほとんどが出先機関における河川からの漂流物であるため、年度

の気象条件等に大きく影響を受ける。 

・一般廃棄物は漂流物の次に紙が多いが、平成２２年度は前年度と比較し、用紙  

使用量は増加したものの廃棄物は減少していることから、有効に利用されてい

ることが推測される。 

②事業における評価 

 ・平成２２年度の汚泥スラッジは基準年と比較し、１９％減少している。これは

河川の年間平均濁度が例年より低かったため、汚泥スラッジも減少したと  

考えられる。 

今
後
の
方
策 

①事務における方策 

 ・引き続き取組を行う。 

②事業における方策 

・引き続き取組を行う。 

 



個別調査票 

 

 

環境における取組（緑地） 

目
標 

極力増加する。 

主
な
措
置
内
容 

・敷地内の緑地の推進 

・緑地の適切な維持管理により二酸化炭素の吸収源としての機能の維持・向上 

 

評 

価 

・緑地管理委託により適切な維持管理が行われたと考える。 

・水源である亀山ダム、片倉ダムの公園等の緑地についても、負担金を通じて適切

な維持管理が行われたと考える。 

今
後
の
方
策 

・引き続き取組を行う。 

 



個別調査票 

 

 

工事等における取組 

目
標 

 

―――― 

主
な
措
置
内
容 

・廃棄物等から作られた建設資材の計画的利用 

・建設廃棄物の抑制 

・温室効果ガスの排出の少ない機器の導入 

・温室効果ガスの排出の少ない施工の実施 

評 

価 

・千葉県建設リサイクル推進計画に準じて工事を実施していることから、適切に  

建設資材のリサイクル等を実施している。 

今
後
の
方
策 

・引き続き取組を実施する。 
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